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読書・読書教育についての議論の現状と課題 
―データに基づく読書研究の推進に向けて― 
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企 画 趣 旨 
 「現在の世代は読書をしているか」。このことに

ついては，教育関係者のみならず，社会全体から

強い関心が寄せられてきた。例えば，2012年の

PISA 調査では，「趣味としての読書をどのくらい

しますか。」の項目に対して，「趣味で読書をする

ことはない」と回答した割合が日本は約44％であ

り，17か国中の２番目に高いという結果が報告さ

れている（国立教育政策研究所，2010）。一方で，全国

学校図書館協議会による児童生徒の読書状況につ

いての調査では，小学生・中学生の読書量は増加

傾向，不読率も減少傾向が報告されている（毎日新

聞社, 2016）。これら読書についての実態調査から，

私たちは「今の若者は本を読まない」「いや，不読

率は下がってきている」などと議論するが，その

内容は実態調査の結果の解釈に終始してしまい，

現場における「読書と教育」の在り方に影響を及

ぼすことは少なかったように思われる。実態調査

から一歩踏み込み，現場のニーズに答える心理学

的研究が，ぜひとも必要である。 

 そこで本シンポジウムでは，日本における読書

研究の増加と質的発展を促すための視点を模索し

たい。具体的には，読書量の測定方法やその精度

の問題，また読書の効果に関するプロセス，読書

や読書教育の環境などの観点から掘り下げていく。

話題提供の先生方には，学校教育における子ども

の読書に関する現状を，実態把握調査や個々の研

究データをもとに明らかにし，克服すべき課題を

示していただく。指定討論では，足立幸子氏から

は国語科教育・読書指導の観点から，服部環氏か

ら教育心理測定の観点からコメントをいただき，

建設的な議論のきっかけとしたい。本シンポジウ

ムを通じて，研究者および現場の教員・司書など

の教育関係者の間の議論が活発となり，学校教育

における読書の在り方について考察を深めたい。 

話 題 提 供 
国語科に位置付けられた読書活動の現状 

－文部科学省の調査から－ 
塩谷京子（関西大学） 

 現行の小中高等学校の学習指導要領において，

国語科は，「Ａ話すこと・聞くこと」，「Ｂ書くこと」，

「Ｃ読むこと」及び〔伝統的な言語文化と国語の

特質に関する事項〕の３領域１事項から内容が構

成されている。読書は，このうちの 「Ｃ読むこと」

に位置付けられている。 

 「Ｃ読むこと」の指導では，読む能力を育成す

るとともに，読書の幅を広げ，読書の習慣を養う

ことへの配慮の記述がある。例えば平成21年に告

示された高等学校学習指導要領の解説国語編では，

国語科改訂の要点の一つに「読書活動の充実」が

あげられている。学校図書館や地域の図書館など

と連携し，読書の幅を広げ，読書の習慣を養うな

ど生涯にわたって読書に親しむ態度を育成するこ

とや，情報を使いこなす能力を育成することを重

視して改善が図られた。 

 このように，読書は学校教育において児童生徒

に身につけさせる態度や能力の側面から，国語科

という教科の中で系統的に扱われている指導事項

の一つである。 

 しかしながら，我が国で50年以上続いている読

書に関する調査では，１ヶ月に１冊も本を読んで

いない不読者の割合が問題になってきた。小中学

校においては，朝読書が取り入れられてきた時期

から不読者は徐々に減少傾向にあるものの，高等

学校においては，その割合がおよそ50％に及び，

長い間大きな変化はない。 

 読書が学校教育に位置付けられているにも関わ

らず，不読者があるという現状について，多方面

から調査・分析が行われたり，対策が提案された

りしている。 

 本発表では，毎年実施されている全国学力調査

と読書の関係や2016年度に行われた高校生への読

書に関する意識調査結果をもとに，学校現場の現

状を紹介しながら，今後どのような研究が必要と

されているのかを提案し，読書教育推進に貢献し

たいと考えている。 

話 題 提 供 
「読書量」という指標をどう扱うか 

－大学生の読書状況調査から考えたこと－ 
平山祐一郎（東京家政大学） 

 大学生が学習を行う上で，不可欠なスキルのひ

とつとして，「読書」を位置づけることができる。

そこで，大学生がどれだけ読書をしているのかを

把握しようと試みたところ，読書離れが大きく進
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行している事実が見出された。しかしながら，読

書離れを裏付けるための「読書量」という指標そ

のものが，多くの検討の余地を残していることが

判明した。多くの読書調査では，月当たり，週当

たり，一日当たりと時間を区切って，読書時間や

読書日数，読書冊数を尋ねている。しかし，あく

までも自己申告（内省報告）であるので，社会的望

ましさの影響も含めて，誤差の大きい回答になっ

ていると思われる。そのため，読書に関する行動

や読書時間帯，読書動機などの変数と関連付ける

と，解釈がかなり困難になることが多い。 

 読者に読書記録をつけてもらい（日誌法），読書

量を推定する方法は，読書内容も含めて検討でき

るため，読書量に関して精度の高い推定ができる

ことが予想されるが，そのコストはかなり大きく

なるだろう。「読書量」そのものを検討するならば，

そのコストは甘受しなければならないが，多くの

調査や研究は「読書量」を利用した研究となって

いるため，「読書量」把握だけに力を注ぐことはで

きない。 

 では，ある程度の誤差を含み込んだ「読書量指

標」をどのように扱えばよいのだろうか。また，

「ほんの一工夫」することにより，少しでも読書

量把握の精度を上げることができるか否かを考え

てみる。 

話 題 提 供 
データに基づいた知見の必要性 

－読書が言語力に及ぼす 
影響についての研究から－ 

猪原敬介（電気通信大学・日本学術振興会） 

 「読書は児童の言語力を伸ばす」ことは，我が

国における多くの教育実践者によって直観的，体

験的に信じられている。心理学における科学的方

法論に基づいた研究もこのことを概ね支持してい

ることから，結果として，上記の主張と科学的エ

ビデンスとは矛盾していない。しかし，矛盾がな

ければそれで良いだろうか。 

 本話題提供では，科学的エビデンスに基づかな

い「読書は児童の言語力を伸ばす」という主張の

限界について議論し，データに基づく読書研究の

必要性について考えてみたい。 

 具体的には，直観的・体験的な信念は，現象の

過度な単純化を産み出し，効果的な読書教育につ

ながらないのではないかと問題提起する。例えば，

「読書は児童の言語力を伸ばす」というだけの単

純なモデル（ある人の頭の中にある読書についての捉え

方）では，児童の個人差（言語力や好み）や，その個

人差が生み出す読書活動の変化 (読む本の難易度や

ジャンル）を考慮しないため，「どの児童にどの本

を読ませても効果は同じだから，児童がどんな本

を読んでいるかには注意を払わない」というよう

な読書教育上の単純化を生み出し，読書教育の効

果を小さくしてしまう。 

 一方で，過度なモデルの複雑化は，そのモデル

の利用価値を下げてしまうことも事実である。本

話題提供では，研究の背後に「適度な複雑さで，

有用なモデル」を仮定する海外の研究について紹

介し，まだまだ研究そのものが少ない我が国での

研究の指針として提案したい。また，国内の研究

事例として，話題提供者らが行った研究について

も紹介し，我が国における優れた読書研究の推進

に寄与したい。 

話 題 提 供 
読書は社会性の向上に寄与するか？ 

－物語読書量とマインドリーディングとの
関連の検討－ 

小山内秀和（浜松学院大学） 

 子どもの読書が推奨される根拠として，言語能

力の向上とともに取り上げられることの多いのが，

「読書は思いやりといった社会性の発達を促す効

果を持つ」という主張である。巷間，そして教育

現場などで，こうした指摘を聞くことは多い。し

かしながら，読書と社会性との関連について実証

データに基づいた議論がされることはあまり多く

なく，実践現場の実感として語られることが多い

という印象がある。 

 従来，読書と社会性との関連については，子ど

もや成人を対象に読書の活動調査を行うなかで，

思いやりや積極性などとの関連を見るというかた

ちで検討されてきた。しかしながら近年，1) 読書

のなかでも物語の読書に焦点を当て，2) 社会性の

なかでも「他者の心的状態の理解」への効果に注

目した研究が行われ，より実証的なデータが報告

されるようになっている。こうした研究が可能と

なったのは，読書活動と社会性のそれぞれを客観

的に測定する手法が少しずつ洗練されてきている

ことが大きい。読書活動についていえばさまざま

な読書量推定指標が，社会性については他者の心

的状態を推測する能力の個人間差を測定できる課

題が，大きく貢献しているといってよいだろう。 

 本発表では，物語の読書と他者の心的状態を理

解する能力である「マインドリーディング」との

関連を扱った研究について，海外の研究成果を紹

介しつつ，発表者が大学生と小学生を対象に行っ

た研究についても報告する。それによって，読書

の効果という教育上きわめて重要なテーマに対し

て，基礎研究がどのように貢献できるのかを考え

る一助としたい。 
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